
くふうカンパニー＜4399＞、住宅関連コンサルティングのハイアス・
アンド・カンパニー＜6192＞をTOBで子会社化

くふうカンパニーは14日、住宅関連コンサルティングのハイアス・アンド・カンパニーに対してTOB
（株式公開買い付け）を実施し、子会社化すると発表した。ハイアス旧経営陣である濱村聖一元社長ら
共同創業者3氏が保有する全株式24.62％を含めて54.01％の取得を目指す。買付代金は17億3900万円
。TOB成立後に第三者割当増資を引き受けるため、希薄化後の所有割合は50.1％となる見通し。不正会
計問題を受け、旧経営陣の経営責任を問われているハイアスはTOBに賛同している。ハイアスの東証マ
ザーズ上場は維持される。

買付価格は138円。TOB公表前日の終値153円から約10％をディスカウントした。買付予定数の上限は
1260万8200株（所有割合54.01％）で、下限は574万6130株（同24.62％）。買付期間は4月15日～
5月18日。公開買付代理人は三田証券。決済の開始日は5月25日。

くふうカンパニーは2018年10月にオウチーノとみんなのウェディングが経営統合して発足し、インタ
ーネットを介した不動産関連と結婚関連のサービスを主力事業とする。ハイアスを傘下に取り込むこと
で住まいのワンストップサービスの提供、結婚・住宅を絡めた地域に根差したライフイベント事業の開
発などを推し進める。


